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論 文 の 内 容 の 要 旨
　著者は米国ブルックヘブン国立研究所の超相対論的重イオン衝突型加速器RHICを用いて，衝突エネルギー
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，衝突エネルギーが√ SNN＝ 200 GeV及び 62.4 GeVにおいて，金・金衝突及び銅・銅衝突から
生成する陽子，反陽子，K中間子，π中間子などの識別・測定を行い，ハドロンの生成メカニズムについて
系統的研究を行ったものである。RHIC実験の大きな成果の一つに数えられるバリオン収量の異常増加現象
について，より広範囲かつ高精度のデータを提供することに成功したもので，その意義は大きい。著者の貢
献は国際会議発表などから多くの研究者が注目するところとなっており，当該分野への貢献は著しい。今後
の原子核物理学の進展に多大な貢献をするものと評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
